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伝統は革新とともにある 創立記念日を迎える仁高生に捧ぐ

５月２３日（日）、由利本荘市のカダーレで、本荘由利地区吹奏楽連盟
主催による「バンドフェスタ２０２１」が開催されました。「吹奏楽の華
が咲きはじめました」のキャッチフレーズには、コロナ禍で思うように活
動ができなかった昨年度の状況から、ほんの少しではありますが、活動再
開という光が見えて来たことへの期待感や希望を感じます。参加２１団体
の関係者の心情を思う時、これからも感染予防対策をとりながら、吹奏楽
関連の行事が再開されることを祈るばかりです。

部員数が４０名を超える団体は３団体、１団体当たり２０名前後と少子
化の影響は吹奏楽の世界にも大きく影響しています。
本校吹奏楽部は、参加団体中１３番目の演奏。ナレーションで「４年ぶ

りに、ふた桁の部員数になった」との紹介もあり、関係者として嬉しく思
っています。仁高に赴任して３年目になり、吹奏楽部の演奏は相当数聴い
ていましたが、３名の１年生を加えた１０名での演奏に、心が和みました。

また、「アフリカンシンフォニー」の演奏は、これまでの演奏スタイル
を変える画期的な取り組みでした。指揮者が太鼓をたたいてリズムをとり
ながら、時には指揮官に、さらには演奏者としてリードするスタイルが、
会場を大きな一体空間に変貌させ、自然に手拍子が湧き上がりました。演
奏者と観客が、ともに音楽を楽しむ雰囲気が醸し出された瞬間です。

このアイデアの発想には、地域を活性化しようと「アイコンタクト３」
を展開している仁賀保高校の実践が影響しているかも知れません。
吹奏楽部の皆さん、楽しい時間をありがとうございました。今年度は、

地域の皆様を益々「明るく元気にする」ことを期待しています。

さて、６月７日（月）は、創立記念日です。仁高は１９７７年誕生です
から、この日で満４５歳。人間に例えると、保護者の皆様の年齢に近いか
も知れません。社会の一員として、世の中での責任を自覚しつつ、高校生
を育てる親としての責任を果たすべく奮闘する皆様の姿を想像する時、４
５年間に及ぶ仁高の歴史に重みを感じずにはいられません。

仁高を愛する皆さん、創立記念日という節目に、是非とも母校のことを
考えてみましょう。鳥海讃歌のバックナンバー第４号、第１９号（学校Ｈ
Ｐの『校長より』を参照）を読んでみるのもいいでしょう。世の中は、全
県総体の季節です。母校の歴史をゆっくり調べている余裕がない生徒もい
ると思います。しかし、本校が時代の中でどのような存在であり、いかな
る評価を受けてきたかを知ることは、未来の仁高を創り上げていく時に、
大いに意味深いことです。

ここで創立２０周年記念誌より、当時の生徒会長小助川洋さんの文章「２０周年の伝統
が未来を創る」から抜粋をお届けします。

「私が生まれる２年前、昭和５２年に仁賀保高校は開校致しました。それ以来本校は、吹
奏楽、ソフトボール、放送、山岳、庭球等の部活動において輝かしい実績を残して参りま
した。また、１０年間に渡り、ボランティア活動を通して地域と深く結び付いて参りまし
た。（中略）私達仁賀保高校生は、『ボランティア活動の仁賀保高校』という看板を大切
にし、諸先輩の築かれた伝統と実績を受け継ぐ覚悟でおります。私達の学校は、人間に例
えれば『はたち』の大人になりました。かつて『新設校』と言われた仁賀保高校も、『伝
統校』の仲間入りをしようとしております。成人することで社会的責任が重くなるように
「伝統校」としての役割や責任は重いものであるに違いありません。私達１人１人が『は
たち』を迎えた伝統校の生徒であるという自覚と誇りを持ち、その責務を果たさなければ
ならないのです。」

２０周年を迎えた仁賀保高校は、普通科６クラスで１学年約２４０名の
学校。にかほ市、由利本荘市から沢山の生徒が集まっていました。部活動
も活発に行われ、輝かしい実績をもった部活動も複数あったことがわかり
ます。また、地域貢献活動として、「ボランティア活動の仁高」という意
識が根付いていたことも伺い知ることができます。小助川さんは現在４０
代前半、現在は地元で公務員として働いています。



さらに創立４０周年記念誌より、当時の生徒会長金子茂紀さんの文章「霊峰鳥海仰ぎみ
て４０年 そしてこれからも」から抜粋をお届けします。

「霊峰鳥海が見守るこの地で今年仁賀保高校は創立４０周年を迎えます。（中略）東北の
厳しい冬を越え、積もった雪を春の陽光が解かしたら、肌を焼く夏の暑さが到来し、火照
りを冷ますように秋が訪れ、また冬が来て１年が経過します。その間に様々なことが起こ
り進化し進歩し４０回春夏秋冬の流れを繰り返し４０年という年月になります。 (中略 )こ
れは仁賀保高校２期生である父から聞いた話ですが、教室棟に向かう廊下から見える斜面
のつつじは当時の仁賀保高校生たちが植えたそうです。（中略）つつじと蜂と格闘しなが
らも手入れしてくださる技師の方々に親子揃って感謝したいと思います。（中略）今、仁
賀保高校は目まぐるしい変化の中で歴史を紡いでいこうとしています。制服の変更や部活
動の削減、はたまた社会的な少子化による募集定員減など、まさに千変万化な世の中でま
た１つ歴史を進めようとしています。私達はこの４０年の機会に過去を見つめ直し、時代
が進んでも仁賀保高校の記憶を鮮明に残していかなければなりません。４０周年の記念の
勢いを一代ばかりの盛り上がりにとどめず、仁賀保高校のこの先に広がる未来のために、
そして霊峰鳥海をこれからも見上げ歴史が紡がれることを祈っています。」

４０周年を迎えた仁高は、普通科３クラス、情報メディア科１クラスで、
約１３０名。２０年前の約半分の生徒数となりました。生徒数が減少して
部活動、特に団体競技の人数が確保できない、指導する先生方の負担増や
教員の多忙化防止などによって、部活動数の削減が決定されたようです。

一方で、開校当時からつつじの花が美しくサキホコレるのは、歴代の技
師団を中心に日々の手入れを行って来た賜物であると語っています。金子
さんは現在大学生、６月１４日（月）から３週間、教育実習で母校にやっ
てきます。

創立記念日は毎年やってきます。この日は、秋田県立高等学校管理規則
第２条の３により休業日となっています。母校の歴史を学ぶ絶好の機会に、
「秋田県立仁賀保高等学校」の伝統と、「仁高でつなごう地域と未来」に
込められたあるべき仁高生の生徒像をイメージしてほしいと思います。

２０周年、４０周年の節目に先輩方が語っている仁賀保高校の伝統と将
来像を踏まえて、皆さん１人ひとりが、「伝統は、ただ守っていればいい
ものではなく、時代の要請に応えるべく、思い切って変革していく勇気を
抱きてトライ」してほしいと思います。

生徒の皆さんのみならず、教職員も、先人の残した仁賀保高校の財産を、
にかほ市との連携協定を基本にしながら、外部人材を招き、情報メディア
の優位性を活かした発信力を使って、新たなチャレンジを行っています。

歴史と伝統に依拠した「ボランティア活動への自負」「つつじを愛でる
清らかな心」「地域の人々の役に立ちたいと願う純真な心意気」など、開
学以来脈々と受け継がれてきた精神的支柱は、未来にしっかり受け継いで
欲しいと思います。

現在仁賀保高校生徒会は、生徒目線で「自分事と当事者意識」を持って、
学校生活の改善や地域貢献を積極的に実践しようと考えています。これも
ひとえに、歴代生徒会が取り組んできた地域貢献活動のおかげではないで
しょうか。仁高生の皆さんは、既存の当たり前を社会の現状に照らし合わ
せて多角的に見つめ直し、本校にしかできない画期的な取り組みを企画し
実践してください。本物の「伝統」は、時代の先を見据えた「革新」的な
ことを勇気を持って行うことで創られると、私は確信しています。

伝統は革新とともにある。この言葉を心に秘めて、来たるべき創立記念
日を迎えてください。

★ アイコンタクト（ｉ con t act３）を心がけてください。目と目で通じ合い、 face
to face で向き合いながら、「考えながら行動する」笑顔の素敵な人間たれ！

★ メモをとる習慣を確立しましょう。生徒手帳をフル活用してください。メモをと
る習慣は、将来必ず役に立ちます。

★ 意識力＝意思・意志（瞬間）＋気力（持続）です。意識力を育成することで、学
ぶ力が増幅します。考えたことを継続してやり抜きましょう。

★ ＧＴＨは、「疑問→探究→発見」という学びの方程式です。
★ 「自己有用感」を高めてください。そのためにあなたは何に挑戦しますか ?

自分が誰かの役にたつためには、感謝の心と自己肯定感を持つことが大切です！
★ ＮＰＴは仁賀保高校プログラミング思考の略称です。ＮＰＴを意識して、学びを
活性化しましょう。プログラミングは、 Trial＆ Errorで進めましょう！

★ 「自分事」「当事者意識」を持って取り組む仁高生に変身しましょう！


